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誰ひとり取り残さない
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たった 1枚で住民の反応が変わる！
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進むデジタル化と
デジタル・ディバイド問題
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Ta s k アナログとデジタルを両立

P O I N T

ネット環境のない人へのアプローチ方法

　デジタル・ディバイドの解消への１つの方策として、家族や
近所の人が最新の情報を伝えていくということも考えられま
す。普段から自助・共助の必要性を訴えていくことも重要な広
報と言えます。

　ペーパーレス化、デジタル化が進むからと言って、アナログをすべて
切り捨てるのではなく、常に住民目線、住民ニーズ、ウェブが見れない
環境にあるなど様々な状況を勘案しながら、一方的な「伝える」ではな
く住民第一の「伝わる」情報発信を心がけることが重要です。

広報紙を全戸配布（アナログ）

広報紙を電子書籍で多言語配信（デジタル）

Chec k
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ITによる情報格差「デジタル・ディバイド」
　インターネットができる人とできない人によって受け取る情報に差が
出てしまうなどのデジタル時代の情報格差を「デジタル・ディバイド」
と呼びます。例えば新型コロナウイルスにより緊急事態宣言がなされた
とき、一気に在宅ワークが進みましたが、通信環境のない人は何もでき
ないなど、様々な課題が浮き彫りになりました。

住民に対して情報格差はあってはならない
　インターネットの利用が増えれば増えるほど、ネットを見られない高
齢者の情報格差は深まる一方です。しかし行政・自治体はまんべんなく
広く情報を届ける必要があります。デジタル化が進めば、それだけ取り
残されてしまう人が発生する可能性もあり、それをフォローするにはデ
ジタルだけでなく「アナログ」な方法も並行して模索する必要があるの
です。

好評発売中！
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すぐに使える！
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すぐまねできる&つくれる
デザインが約60点掲載!
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Chap ter  2

課題を解決する
伝わる5-STEP

質の高い情報発信の方法
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Task 伝わる情報発信のフロー

P O I N T

新しい広聴時代の幕開け

　紙の情報だけでは、どのページのどの箇所が見られたのかな
ど分かりませんでした。しかし、電子書籍やアナリティクスな
どのデジタルツールを使うことで、いつ・どこで・どれだけ見
られたのかまでデータ分析できるようになりました。

まず先に目的地（ゴール）を決める
　何かを作るときに大事なことは、「なぜ作るのか」「見た人にどう感じて、
どういう心境や行動変容を起こしてほしいのか」を最初にデザイン（設計）
することです。つまり、地図でいう目的地=ゴール設定をしっかりして
おかないといけません。ゴールを決めずに作り出すことは、一文無しで
あてのない旅行にでかけるのと同義となってしまいます。

作って終わりにせず分析して課題抽出する
　ゴールが決まれば、広報紙やチラシ、通知書といったアナログなもの
を活用するのか、それとも SNS やウェブ、デジタルを活用して配信する
のかなどを考え、作成し、情報発信をしていきます。発信した後も一連
の流れによってどれだけ効果があったのか、より良い方法はなかったの
かなどを考え、質の高い情報発信に繋げていきます。以上のサイクルは、
右のように５つのステップ＋αとしてまとめることができます。

５つのステップ＋αで情報発信が変わるChec k
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発信

分析

ゴール

手段

狙い

いつ

課題抽出

・課題解決
・問題点

・ペルソナ
・誰が見る
・行動心理

・何時に
・どこで
・どうやって

・想定内か
・目標通りか
・問題点は

・広報
・通知書
・SNS

＋ナッジ
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Officeで簡単！

「1枚デザイン」作成術

本書の特徴


